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　本稿では，国際結婚して来日した女性たちを対象に，長期定住のなか生活の場とは異なる社会的
組織としてのコミュニティへの参加の拡張が，彼女たちの定住生活にどのような意義や課題をもた
らしたかを検討することを目的としている。
　国際結婚した女性の定住が進むことにより彼女たちの生活の場は家庭から地域社会へと広がり，
さらに個人の生活需要に応じて仕事の場へ広がっていくこともある。就労することは家庭を単位と
し，強い地縁関係で保護されている地域社会への参加とは異なる面がある。就労を通した更なる社
会参加は，彼女たちの自立や主体性構築のための学習機会を提供する。本稿では，彼女たちの就労，
主に地域社会の工場勤務の具体例を取り上げ，職場への参加を通した就労への意識や職場適応の経
緯を分析していく。そこで，彼女たちが仕事への参加過程のなかで何を学び，どのように学んでいっ
たのかを明らかにする。
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はじめに
1　研究の背景
　日本における国際結婚の研究は，1980年代からの「農村の国際結婚」を背景とし，農村社会及び行
政が農村の嫁不足を問題化した行政及び農村社会の体制自体に対する批判的な議論が主流であっ
た。しかし，近年報告された多くの事例からは，国際結婚した女性の個人的な資質や家庭状況及び
受容社会の状況により，従来指摘されている農村の国際結婚の問題点が彼女たちに与える影響につ
いて，さらに多面的に捉える必要性が明らかになってきた。そのためには，国際結婚した女性が生
活している地域社会のより具体的な状況を踏まえ，彼女たちの生活実態との関係を考慮し，適応の
実態をより質的に見ていく必要性もある。
　もちろん国際結婚には多くの社会的な問題が潜んでおり，その当事者たちは実際の生活の中で多
くの困難に直面することになる。この点は従来の研究が指摘してきた点である。
　そのなかで外国人女性を被支援者とする研究は，国際結婚家庭，特に外国人妻が直面する一番大
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きな問題点が言語や文化の差異であり，その違いからくる問題点を克服しながら生活を継続してい
くプロセスを長いスパンで分析をしていく必要性を提示し，生活者としての個々人の生活実態につ
いて踏み込んだ分析を行っていく必要性を示唆した。国際結婚の急増時代と比較して近年は定住し
ている国際結婚女性が多くの場面で活躍し，日本の地域社会に溶け込んでいる。しかし，長年の定
住歴を持ち日本で生活している国際結婚女性たちをめぐっては，以下のような問いが残されている。
①定住に伴う様々な困難を如何に克服しているのか。
②定住が長期化することにより，彼女たち自身及び家族，または生活にどのような変化が起きたの
か。
③生活の主体としての真の主体性構築をすることは可能なのか，可能であればそれはどのように実
現しているのか。
　これらの諸点は，これまでの先行研究ではいまだ明らかにされてこなかった。それは，社会や制
度的な支援の仕方だけではなく，国際結婚した女性自身の実状や変化に注目し，適応過程に起きる
変化や現状をより現実的に分析すること抜きには解決できない。
2　成人学習の視点
　今まで，社会教育分野ではマイノリティ支援という側面で国際結婚女性の支援に多く関わってき
た。例えば，公民館や町，NPOなどが連携して国際結婚女性向けの日本語教室や生活支援のため
の講座などを積極的に開催している。実際に，地域住民を動員し多くのボランティアが日本語教育
に貢献している。特に，国際結婚急増期では町が国際課を設け国際結婚家庭について数多くのサー
ビスを行っており，今も新規参入者については手厚い支援をしている。
　しかし，国際結婚女性はほとんどが成人期に来日しているため，成人向けの教育を行う際，どの
ようなものが必要なのかという点への配慮はまだ少ない。また人間が成人期から，さらに発達し続
けているという観点からすると，国際結婚女性は，生活の中の学習を通し，絶えず変化しており，そ
の変化に伴って，必要とされる支援のニーズも絶えず変化しているといえることを踏まえた対応が
必要となる。
　現存の社会教育での教育や支援のシステムは新規参入者向けのものが多く，絶えず変化している
国際結婚女性への持続的な支援やサポートができているとは言えない。国際結婚で来日した女性た
ちが家庭だけではなく自立した一人の人間として，生活し，コミュニティと関わりあい，ネットワー
クを作っていき，十全な社会参加をしていかなければならない。
　特に農村の国際結婚した女性の適応過程は，一般の移民の適応過程と異なり，農村コミュニティ
で暮らすことが前提となる。彼女たちは，地域社会から，各家族・家庭の一員であり，同時に地域住
民の構成員としての役割が求められている。来日初期の国際結婚女性の多くは基本的な生活に必要
な言語スキールや文化資本が無いか不足している。そのために，これまでの研究では生活上の問題
点や困難に関わる初期適応期についての議論が多くなされ，行政や民間団体による言語や生活適応
の支援策が展開されてきた。
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　このような初期適応期への支援に焦点を置く議論は，国際結婚をした女性たちを日本社会への新
参者として，また「欠損」する者，「支援を受けて学ぶ存在」として問題にしてきたといえる。長期定
住していく中で展開する彼女たちのニーズに対応するためには，既存の教育・学習形態では十分で
はないことはすでに実践の中で指摘されてきた。それだけでは，彼女たちの主体性や資源や自律的
な学習を無視することになる。子育てや家庭生活だけではなく地域社会においても主体的に参加し，
自ら生活を切り開いていく事例もあるが，そのプロセスを具体的に分析した研究はまだない。
　さて，従来の学習論には，「学ぶとは，人の成長・発達の歩みにそって，科学的で抽象的な知識の
断片を覚えることであり，そのことが意味を持つのは，その知識の蓄積がさまざまな領域の生活・
活動に転移可能である，と言うことが暗黙に前提されているからである」とする批判的な立場に立
つ解説がある（高橋2009，p.80-81）。
　レイヴとウェンガー（1991）もこれまでの学習論に対して，「状況的学習論」を提唱しており，学
習と社会状況との関係に焦点を当てて，学習というものを個人の頭の中にではなく共同参加の過程
の中に位置づけている。彼らの言う「状況に埋め込まれた学習」は，学習がどのような認知過程と概
念的構造を含むのかを問うのではなく，どのような社会的関わり合いで学習が生じるのかを問う。
このことは，学習によって獲得される技能が相互作用的であり，生産的な役割を持っていることを
意味している。また，学習者はいくつかの実践コミュニティの中での社会的関係を持つことと，活
動に直接かかわることを通して変化をするが，その過程の中で理解と知性的技能が発達するとされ
ている。
　このような「状況的学習論」をふまえて，国際結婚した女性たちをみると，彼女たちは生活の中で
多くのことを学び，日本の生活に適応していくのであるが，そこで「教育する」や「教育される」と
いった単純な学びの形態ではなく，参加を通した主体的な学習が行われているといえよう。家族・
親族や地域社会，さらには日本社会への「十全的参加者」として主体的に成長していく彼女たちの社
会参加のプロセスをみる際に，成人の学習理論は重要な視点となると思われる。
3　本研究の目的方法
　本研究はこれまで，国際結婚をし日本に長期定住している外国人女性を対象に，彼女たちが日本
社会で家族を形成し地域社会の構成員として主体的に定住していく過程を分析してきた。その際，
定住過程の中でどのような社会的関わりがあり，どのような学習が生じ，学習から獲得した技能が
どのような生産的役割を果たしたのかを検討することを目的とした。本稿ではさらに，国際結婚し
た女性が子育てや家庭生活だけではなく地域社会においても主体的に参加し自ら生活を切り開いて
いく実践，つまり社会参加の意義および課題についても考察を加えたい。
　国際結婚した女性の社会参加を考える場合，就業や地域活動を通して家庭外での活動への参加に
焦点をあてることが重要である。人が生きていくうえで他者や集団・組織或いは社会とのつながり
を持つことは不可欠であり，それを実現するための方法は社会参加以外に考えられないからである。
　本研究はこれまで，農山村に定住している国際結婚した女性たちの生活への適応過程，主に来日
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初期段階の適応状況について分析してきた。来日初期の言語や文化的資源が欠如している状態から
日本の家庭や社会生活に慣れていく過程を分析する際，学習の視点が看過できない点については確
認できた。農村に定住している外国人妻たちの適応過程を学習の観点から見た場合，以下のことが
重要である。①来日直後の日本語学習を中心とした学習，②村落・地域社会の風俗・習慣への適応，
③仕事に伴う技能習得，同僚との交流，職場文化への理解。そしてそれらを通して初期の定着意志
を強めていくことである。
　国際結婚した女性たちが高い自主性を養っていくのは就労の過程で顕著に表れる。言語の習得か
ら始められた日本社会への適応のプロセスは，家庭，村落，地域社会へとコミュニティを広げてい
く中で，充実し，定着の度合いを深めていくが，彼女たちが定住を決め，主体性を発揮するには，ま
だ不十分である。
　就労は，経済的メリットをもたらすだけではなく，生活適応のための言語及び生活技能の習得に
関わる学習機会を提供している。就労を通した社会参加は，国際結婚で来日した女性の主体性構築
にとって重要な意味を持つのである。国際結婚した女性にとって，就労は経済的自立としての意味
も重要であるが，生活適応，日本社会全体を知る広義的な社会適応を可能にする機会を得られると
いう点でも意味を有している。それは，家庭や地域社会の生活とは異なる日本社会の全貌を認識す
るための窓口になりうる。働くことに伴う文化，日本人としての行動様式，社会的規範などを内包
している会社という組織へ参加するには，より高度な適応が必要になっていくのであろう。
　以上のようなことを踏まえ，本稿では福島県奥会津在住のDさんを対象とし，彼女の就労に焦点
をあて，就労に伴う学習や変化について詳細に分析していく。その際，以下のような課題を設定する。
①彼女の就労に対する認識，及び就労をする経緯，②彼女が仕事をする過程で何を学び，如何に学
んでいるのか，③就労が彼女の日常生活にどのような変化や影響を及ぼしているのか。以上のこと
を踏まえたうえで，さらに就労と定住生活の関係性について考察する。
　Dさんへの調査は，2008年からのフィールド調査の際に何回か行ったが，それ以外にも筆者はD
さんとより親密な関係性を作ってきた。調査時に何度かDさんの自宅に訪問し，また定期的に電話
などで連絡を取ることで，彼女の生活状況を把握している。そのような関係性が築けたことにより，
Dさんの定住状況や生活環境，さらには彼女の情緒的な側面を含めた深層的なデータを得ることが
できた。本稿では，2010年，2011年，2014年に行ったインタビューに基づき，主に就労に関する内
容を中心に分析していく。
Ⅰ　経済的自立と就労経緯
1　来日前の状況と就労意識
　Dさんは中国の東北地方の出身で，1980年代のはじめごろ，高校を卒業して就労した。当時の中
国はちょうど「文化大革命」が終わり，鄧小平による「改革開放」政策が打ち出され，社会全体に大
変革が起こった時代である。1978年から始まった「改革開放」政策は，「文化大革命」で疲弊した経
済を立て直すことを目的に市場経済への体制の移行が試みられた。農村部ではそれまでの「人民公
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社」が解体され，「生産責任制」すなわち経営自主権を保障し，農民の生産意欲向上が目指された。
都市部では「外資（外国資本）」の積極的利用が奨励され，経済特区や経済技術開発区が設置され，外
国からの資本や技術移転等を成し遂げる一方，起業の経営自主権の拡大などの経済体制の改革が進
められた。改革開放政策は農村部と都市部の経済格差の拡大など，中国社会に大きな社会的矛盾を
もたらしたが，一方で中国経済の飛躍的な発展や対外開放政策による国際社会とのつながりを実現
した。
　国際結婚を選択したことは彼女が生きた中国の歴史や時代，また彼女の当時の生活状況が背景に
あるといえる。1980年代から1990年代に国際結婚で来日している中国人女性のなかには，当時の
中国社会の歴史的背景の中でいわゆる「出国熱」に推し進められ，国際結婚を選択した例が少なくな
いことが推測できる。以上のことから，国際結婚した女性の来日前の生活経験や国際結婚の経緯が
来日初期の生活に直接的な影響を及ぼすことが考えられる。
　国際結婚した外国人女性の多くは日本での豊かな生活を期待して来日する。来日する前，日本の
農村での生活についての正しい認識がない人にとって，イメージと違う現実生活を受け入れ定住意
識が芽生えるまでには一定の適応期間が必要となる。Dさんの場合，来日時の生活環境への第一印
象としては「貧しい山奥」「騙された」「ここから逃げ出したい」と言う気持ちが強かったという。し
かし，現実問題として言葉ができないこと，またその現状から離れるための情報や能力をもってい
なかったことから，結婚生活を続けていかざるを得なかった実態があった。しかし，そのような状
況は彼女の学習や適応を促進させる要因にもなった。
　Dさんは再婚で来日しており，来日時子どもを実家に預けてきた理由で，母国への仕送りをせざ
るを得ない切実な事情があった。その状況のなかで彼女は，何よりも仕事をし経済的に自立をする
ことを強く望んでいた。
2　来日直後の就労経緯
　Dさんは，来日直後から仕事をすることについて夫に相談をしていた。言葉もできない外国人が
仕事を探すことは難しいことであるが，夫の協力の下で親族ネットワークを通じ，地元の親族が経
営している温泉旅館でのお手伝いの仕事をすることができた。それがDさんにとっての始めての
仕事になる。当時はまだ日本に来て間もない時期で，言葉も仕事についても全くわからない状態で
あったが，親戚の女将さんから仕事や基本的な言葉使いなどを教わった。その経験によりDさんは
日本人に対する印象がよくなり，結婚生活への抵抗感も和らいだという。しかし，個人経営の小規
模な温泉での手伝いの仕事は，正式な雇用ではなかったためDさんの経済的な欲求を満たすことは
できなかった。
　来日して3ヶ月経った時，夫の紹介で地元の縫製工場で働くことになるが，そこは従業員数が20
人くらいの地元の小企業で，主に地元の女性を雇用している工場であった。Dさんは来日以前に製
造業などの仕事の経験を持っており，言語に対する要求が厳しくない単純作業である仕事の内容を
すぐに覚えることができた。
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　「定職」についたことは，当時の彼女に大きな自信と希望をもたらした。来日する前の就職難を経
験した彼女にとって，日本で仕事ができることが生活に対する安心感をもたらした。また，中国に
いた時の平均収入と比べ，はるかに多い経済的利益が彼女の仕事に対する意欲を引き出した。当時，
彼女は仕事を始めたことにより，仕事に伴う言葉を学習し，日本の会社の文化に触れることもでき，
同時に家庭や集落を超えた人的交流ができたことで多様な知識を得ることができたという。
　その縫製工場でDさんは2年間勤めた。その間，彼女は日本での基本的な生活に適応していき，
言語能力の向上に伴い周りの状況をより正確に認識するようになった。また，仕事への参加が深ま
るにつれ会社のシステムや規制を知ることになり，日本で働くことに関する認識にも変化が表れた。
具体的には，会社によって福利が違うことを知るようになった。彼女は仕事を始めてから間もなく
妊娠をし，出産のため3ヶ月の産休をもらったが，産休の期間に給料をもらうことができなかった。
しかし，同じ時期に中国から来た同胞から，会社によって産休期間にも一定の給料がもらえること
を知った。また，会社により時給やボーナスの支給額が違うことがわかった。日本人の同僚は収入
に関してお互い話すことはないが，中国人同士の中では会社の状況や収入および待遇に関する情報
を交換していた。そこから現在の会社で支給されている時給は最低賃金であることやボーナスをも
らえないこと，もらったとしても少額であることを知った。そして，正社員と臨時職員またパート
等の雇用形態の違いがあることも知った。働く条件が違うことについて，会社と何度か交渉をして
みたが改善されることはなかった。
　以上のような理由で彼女は，より待遇がいい会社への転職を望んだ。しかし，そのためには地元
を離れた遠距離通勤が必須になるため，車の免許を取る必要があった。
　Dさんは，転職のため仕事をしながら休みの時間を利用し自動車学校へ通い，運転免許を取得し
た。その後，中国人の友人の紹介で，車で1時間くらい離れている隣町の会社へ転職を決めた。
　彼女が転職を決めたとき，家族や親族からの反対が強かったという。理由としては，遠距離通勤
は大変なことであること，また，一つの会社に入ったら条件がどうであれ最後まで頑張ることが一
般的であるということであった。しかし，彼女は同じ仕事をするなら待遇のいい仕事に就きたいと
いう自分の意志を強く主張し，周りの反対を押し切って転職をした。
　国際結婚を通して来日している女性たちには，来日前に生きた自国の社会の歴史や時代，さらに
来日前の個人の生活状況が背景にある。そのため，Dさんの来日前の生活経験や国際結婚の経緯が
来日初期の生活に直接的な影響を及ぼしていることが考えられる。
　Dさんのように経済的欲求がある女性にとって，就労し経済的な安定を得ることは，定住生活に
おいて大きな自信と希望をもたらし，生活に対する安心感を与えることになる。また，仕事を始め
たことにより，仕事に伴う言葉の学習や日本の会社の文化に触れられると同時に家庭や集落を超え
た人的交流ができるなど様々な学習機会を得ることができている。
　そして，仕事への参加が深まるにつれ，会社や日本社会のシステムまたは規制などを認識するよ
うになっていく。これは，彼女たちが積極的，かつ主体的に社会生活へ参加して行くための機会を
与えることになる。Dさんの転職の決定は主体性発揮の始まりであるといえるのである。
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Ⅱ　職場への参加過程と学習プロセス
　Dさんが転職をした時期は，来日して2年後の1990年の後半である。その時期には，まだ外国人
花嫁の定住が始まって間もない時期であるため，地域社会での外国人雇用は少なかった。Dさんが
転職した会社は従業員が60人くらいの自動車用電子部品の組み立てをする会社である。従業員は
主に周辺地域の女性であり，Dさんが入社した時点で，DさんとDさんの友人の中国人妻が2人就
労している状況であった。
1　「正社員」という身分の獲得
　転職先の仕事の内容は電子部品を組み立てる単純作業であった。Dさんは，製造業の仕事には自
信があったため，仕事に慣れることは難しくなかったという。入社する時，会社から雇用形態につ
いての説明があり，当時Dさんは臨時雇用で入っていることを知らされた。正社員になれるかと尋
ねたところ，はっきりした返事をもらえなかったが，彼女は正社員になることを強く希望した。当時，
彼女は一方的に，頑張れば正社員に昇格できると考え，全力で仕事に打ち込んでいた。
　私はどうしても正社員になりたいといっていた。あなた（筆者）に聞かれるのと同じく，会社から
もどうして正社員じゃなきゃだめなのか，その理由を書いてくださいと言われたの。なんとなく正
社員になれば仕事の雰囲気も違ってくる感じがした。臨時社員も，パートも社会保険とか，かけて
もらっているんだけど，正社員の場合は退職金ってあるんだってね。臨時社員とか准社員というの
はそれがないというのよ。で，正社員の場合は会社が倒産になっても会社からの保証があるし，首
になる時もパートからなるじゃん。なんとなく正社員になると優越感があると感じたの。
　正社員になり会社の中で安定した身分を得ることは，社会保障を得られるというメリットだけで
はなく，自身の仕事の能力が認められることを意味している。彼女は，それにより心理的満足感を
求めていたと考えられる。そして，正社員になる希望を常に会社側に伝え，チャンスを待っていた。
　しかし，地方の中小企業では能力重視主義ではないため，雇用基準を能力のみで判断していなかっ
来日後の就労経歴
区分 来日直後 転職　1 転職　2 転職　3
職　　種 温泉手伝い 縫製工場 電子部品製造業 介護職
勤 務 地 地元 地元 近隣地域 地元
就職時期 来日3か月後 来日1年後 来日3年後 来日15年後
勤務期間 半年 2年間 11年 5年
勤務形態 臨時手伝い パート 正社員 正社員
就職経路 夫の紹介 夫の紹介 同胞の紹介 ハローワーク
資　　格 なし 日常日本語 運転免許 介護士資格
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た。それに，外国人であることが彼女が正社員になる根本的な阻害要因となっていた。それを知っ
た彼女は，国籍を変え日本人になることを決意し，帰化をした。
　正社員になれますかと何度も，何度もチャンスがあれば聞いたのね。なんでできませんかとか，
いつも聞いたけれど，結局は外国人だから正社員にはしてくれない傾向があるみたいで，「じゃ，私
は帰化します，日本人になります。」といった。
　日本人になって，本籍とかあるんじゃない，それで「帰化された日本人」になっていた。帰化され
た日本人でも日本人は日本人だからね。外国人登録証とかも必要ない，保険証とかもね。普段はみ
んなD（日本の名前）という呼び方をしている，そうなっているんだけど，社会保険とか，厚生年金
とか，かけてもらっているんじゃない，その年金帳とかには全部向こう（中国）の名前だったのよ。
帰化をしてそれらにも名前が変わり，本当に日本人になったということが分かった。その時，私は
どうしても正社員になりたいと言った。
　帰化をする過程で，外国人と日本人とは名前だけではなく，日本滞在の権利保障，社会保障や就
労など様々な面で異なる状況にあることを知った。国籍が変わることにより，実際の生活での変化
はさほど感じることはないが，社会生活においての変化は大きかった。最も重要なことは正社員に
なる資格を得られたことである。Dさんは入社してから一年で帰化をし，その後3年間の勤務を経
て正社員になった。その会社で正社員に昇格できた外国人妻は後にも先にもDさんを紹介した友
達とDさんの2人だけであり，会社では前例のないことであった。会社に認められたことはDさん
に大きな自信を与えた。
　同じく仕事をしていても私の場合は，本当にがんばっているんだけど，仕事の効率的にも30％は
いつもアップするようにやっているのよ。こんなにやっているのになんで正社員にしてくれない
のって，それが気になって，で，会社もやっぱり認めたみたいで。（正社員）やってくれたから。会
社というのは，うちの会社は子会社で，だから，親会社でも，私，結構有名だよ（親会社に出張した
とき仕事の能力について評価されている）。だから，正社員にしてくれたと思うの。
　彼女は仕事の能力に関して強い自信をもち，会社のために貢献をしていると確信していたため，
正社員になることを通して会社や周りの人に認めてもらいたいと考えていた。実際に，Dさんの仕
事の能力は上述の語りのように会社内だけではなく，親会社でも評価されたことがあり，所属の会
社や周りの人にも認められるようになったという。彼女は仕事の効率アップのために新しい作業手
順を提案し，会社全体の作業記録を何度も塗り替え功績も残していたという。
2　学習を通した能力向上
　Dさんは仕事を通して多くのことを学び，さらに職場コミュニティへの参加を通して成長して
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いった。就労の場で最も重要なことは仕事の技能習得であるが，彼女が新人から仕事の熟達者へと
成長していけたことには，個人的な努力と会社が提供した開かれた学習環境があると考えられる。
⑴　仕事の熟達者になる
　Dさんは，正社員になりたいという目標をもっていたため，初めから仕事に対して意欲的に取り
組むことができた。彼女は当時の仕事を「楽しかった」「毎日が発見だ」と言っており，そこからも
仕事への積極性が確認できる。入社後の初期はすべての初心者と同様に先輩同僚から仕事を教わっ
ていくが，作業への習熟度が高まるにつれ自ら新しい作業方法を発見していくようになった。言わ
れたことだけではなく，自主的に技術を磨いていくことに対し，会社からも作業工程の様々なとこ
ろでの作業ができるように指導をされるようになった。結果，一年経ってからすべての工程での作
業が可能になった。その後も仕事の能力が評価され，徐々に仕事の技術的熟達者として成長してい
くが，彼女は実際の行動で，会社側に仕事能力を示していた。
　会社は，親会社とずっと交流があって，親会社に1カ月とか2カ月くらい手伝い派遣をされるなど，
そういうことをやっていたの。私は「カシミ（部品名）」やればカシミ名人になるのよ。普通の人は
1800個しかできないんだけど，私は2800個やるんだよ。そしてやり方とかも私がこういうふうに
すればいいよというと，そのものをつくるのに何分かかるかを測るのがあるみたいで，私がその全
部の記録を塗り替えたの。時間的にね。だから，そのコースが全部変わっちゃったの，それで有名
になってね。
　Dさんの仕事への意欲はますます強くなり，仕事の能力面での大きな成長を遂げていった。その
能力は所属している会社だけではなく，親会社との交流を通して，親会社にまで評価されることに
なった。外部からの評価は，会社内での彼女の存在価値を示し，会社内での地位獲得にも繋がった。
それはまた彼女自身の自己肯定感を大きく上げることになった。
　技術面での能力を確実に高めていき，さらに仕事の全工程の流れを把握できるようになっていく
ためには，言語能力の向上や職場内の人間関係の構築も必要となる。それを可能にしたのが，職場
の学習活動への参加である。
⑵「小集団活動」参加を通した学習
　Dさんが入社した当時，会社内では「小集団活動」という活動が展開されていた。5～ 6人で一つ
のグループを作り，仕事の能率向上のためアイディアを出し合うことを目的とする活動であった。
職場全体で定期的に行われ，従業員が全員参加することになっているため，新入社員で外国人であ
るDさんの参加も可能であった。「小集団活動」への参加は，言葉の壁があるDさんにとって一つ
の挑戦であった。彼女はその活動への参加を通して，言語能力が上達し，日本人同僚とのコミュニ
ケーション能力を向上させた。会社のこのような活動は外国人妻たちに大きな学習機会を与えたと
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いえる。
　入社してすぐだよ，私が入社したとき，「小集団活動」があった。ただその時は自分で提案すると
かは，まったくできないんじゃない。ただ，聞いているだけで，そのうちに慣れてきて，「仕事ぶり
をみるとDさんは何か提案できるのでは」と言われた。
　活動に参加する初期，Dさんは「ただ聞いている」だけの立場であったが，仕事が熟達していくに
つれ，職場で仕事の能力を認められるようになり，「小集団活動」での活躍を求められた。Dさんは
実際の仕事の現場では常に作業手順について考えていたが，言葉の壁が彼女の活動への参加を妨げ
ていた。しかし，自分ができる範囲の言葉を駆使しながら，意見を伝える努力をしたという。
　言葉がうまくできないんだけど，中途半端な言葉で話した。「こういうことなのかなと言われる」
と，「そういうことです」というやり取りをした。相手だって理解しようと努力してくれて，中途半
端な言葉だけれども，こういう意味でこれを言いたいでしょ，と言ってくれる。そうすると，あー
そうそうと。私が思った通りにしゃべることができなくて，理解しようとしてくれる人たちも苦労
したとは思うが，なんとなく通じて，その時もいろんな勉強ができたと思う。
　彼女はグループ活動への参加を通して自分の考えを相手に伝えることを学んでいった。単純作業
である仕事の技能習得とは違い，話し合いをするには相手，つまり同僚との関係性の構築も考えな
ければならない。そのためには，言語やコミュニケーション能力が必要となる。Dさんは，生活の
中で培った言語能力を最大限に利用し，同僚の協力のもとで徐々に言語伝達能力を上達させていっ
た。
　本研究の調査対象者全体の中でも，Dさんは日本語の能力が非常に高い人物で，調査時はネイティ
ブレベルに達しているといっても過言ではない状態であった。そのような言語能力やコミュニケー
ション能力の上達は，以上のような仕事を通した学習が一因であると考えられる。
　Dさんの「小集団活動」への参加を通した学習の成果は，会社の中国人嫁の雇用が増えたことでよ
り顕著に表れるようになった。
　そのうち，中国人がもう2人入ってきたから，全部で4人になったのね。そしたら社長から中国人
だけでグループを作って，自分たちの提案をやってみないかっていわれて。それで中国人だけで，
班長が1人か2人ついてきてやってみたの。私はその時「書記」で，もう一人リーダーがいた。その
時は主に私だね，私があなたちょっと片手でやってみて，また両手でやってみたらと指示して，な
んとなくまとめたの。そしたら親会社に認められたのね。それでグループで2000円の賞金をもらっ
た。
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　Dさんが入社する時，会社には中国人の従業員が2人だったが，それ以上外国人の雇用はしない
のが会社の方針であった。しかし，2人の中国人の働きの評判がよく，その後も外国人の雇用は継
続的に増えていた。その中で，先に入社したDさんは自然にその後入ってくる外国人の従業員の教
育を任され，「小集団活動」でもリーダー的な役割を果たすようになった。中国人だけで形成された
グループでは言葉の制約が少ないため，アイディアを形にすることがより容易にできる。それによ
り成果を出すことも可能になった。自分のアイディアが伝わり，成果として会社に認められるとい
う経験は，Dさんの仕事に対するさらなる意欲向上につながっていった。
　何年か続いた「小集団活動」は，その後なくなったが，Dさんにとってその活動への参加経験が後
の仕事への関わり方に大きな影響を与えた。仕事の技能が熟達していく中で，Dさんは常に積極的
に作業効率を高める方法を考え，自ら実践した。そしてその結果を上司や同僚に伝えることで仕事
の効率アップに貢献しようと考えていた。
　以上のように，Dさんは転職後仕事に対して強い意欲をもち，仕事の技術習得を短期間で完成し
た。その上，自ら作業効率のアップに向けて努力することで，会社や周りに自身の能力を示した。
彼女の仕事の技術面での成果は会社にも認められ，会社では前例のない「正社員」への昇格を認めら
れた。外国人にとって仕事は，特に技術職は言語や文化など文化的側面から制約がないことであり，
個人の能力や意欲が比較的正当な評価を得やすい。それは，異文化の中で受け身となる立場から自
己の自信や肯定感をもたらし，精神的な支えとなる。それは国際結婚した女性のさらなる適応に積
極的な作用として働くと考えられる。
　彼女は数年間の勤務を通じて仕事の技能面以外でも成長した。最も顕著な変化は，言語能力やコ
ミュニケーション能力の上達である。自分の意志をうまく伝えることができなかった状況から，自
分の意見や考え方を積極的に言えるようになったことがその現れである。そのような成長は，彼女
に職場の一員として会社のために貢献したいという仕事に対する意識の変化をもたらした。Dさん
は仕事により「物質的な報酬」と「心理的な報酬」を得ることができたと言える。
　Dさんの仕事を通した成長は，第一に，彼女自身の個人の資質と態度によるものである。第二に，
会社の受け入れ態勢，それにより与えられた学習機会も重要な要因であると考えられる。会社の開
かれた仕事条件の提示や，日本人同僚の協力的な受け入れ姿勢があったからこそ，彼女が十分に能
力を発揮することができたことは明白である。
　しかし，本事例からは，日本社会に存在する外国人への制約の側面も確認できた。外国人として
の身分により，日本社会のなかで様々な社会的・制度的な制約を受けることになる。定住生活の中
での利便性を追求するため，帰化を選択する国際結婚した女性が増えている。しかし，「帰化され
た日本人」という新たなアイデンティティを付与されたことは彼女たちに何をもたらすのだろうか。
アイデンティティに関する研究は今後の課題であるが，以下では，特にアイデンティティにおける
意識の変化に着目しDさんの仕事を通した意識の変容について見ていきたい。
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Ⅲ　職場への参加をとおした意識変容
　Dさんは職場コミュニティへの参加過程の中で，仕事の技能習得の面での十分な学習機会を得る
ことができた。それは順調に仕事へ参加するために必要な条件を提供した。そして，Dさん自身の
仕事への意欲的な取り組みや個人の学習能力が存分に発揮できる学習環境があったことも彼女を比
較的に職場に溶け込みやすくした。生産現場のすべての工程での仕事ができるようになり，自ら作
業効率のアップを図ったやり方を実践していく彼女は，仕事面では熟達者としての地位を得ること
ができた。
　しかし，職場コミュニティへの参加は技能や知識の上達のみで深まっていくものではない。彼女
が入っている職場は日本の地方農村社会で，日本人により構成された集団である。その中には日本
社会の様々な側面が投影されており，また会社独自の文化も内包されている。
　職場の文化への適応は，主に職場の人間関係の形成を通して表れるが，外国人という特性を持つ
Dさんが，職場の文化に適応する過程には葛藤と矛盾が続いていた。それについて以下で具体的な
事例を通して確認していきたい。
1　参加の連続と矛盾　
　Dさんが入社したあと，会社では外国人の雇用が増えていき，従業員60人のなかの10人以上が外
国人である時期もあった。外国人が増えることにより職場での日本人と外国人の考え方及び行動様
式などの面での違いが表出し，Dさんはそれにより日本社会の特有な社会性を知っていくことにな
る。それは主に職場内の人間関係で顕著に表れる。
⑴同僚との関係
　Dさんは仕事に熟達していくにつれ，仕事に対し自分の意見をはっきり言うこと，仕事のやり方
について常に提案や改善をしようとする姿勢を見せた。しかし，職場では彼女のそのような行動が
「目立ちたがり」と評価され，好意的に受け入れられない場合が多々あったという。それは，特に会
社で長く勤めている「古い人」との関係性の中でよく表れた。
　新人が入ってくるたびに，Dさん指導してと，いわれる。新人はまだ何もわからないから私がいっ
た通りにやる。でも古い人たちは「それはDさんでしょ，わたしはこういうやり方に慣れているか
ら，これしかできない」というの。でも，今になって結局私が言った通りにやっているの。その時は
ほんとうにいらっとしたよ。
　作業手順についてより効率のいい仕方を新人に説明する時にはうまく伝わるが，職歴の長い先輩
同僚に同じような提案をした場合抵抗されることがしばしばあるということだ。しかし，流れ作業
の中で，彼女の提案が確かに効率アップに繋がることが認められ，先輩の同僚もやり方を変えざる
を得なくなる状況も何度もあった。すぐに彼女の提案を受け入れようとしない態度についてDさ
年報08南紅玉氏1C_三[105-126].indd   114 2017/06/15   20:09:31
―　　―115
 東北大学大学院教育学研究科研究年報　第65集・第2号（2017年）
んは戸惑いを感じていた。さらに先輩同僚との関係性がうまくいかないことについて，Dさんは中
国での仕事の経験と比較することで，その違いを解釈していた。彼女は職場の中で同じ状況である
場合，中国では比較的に周りの協力を得やすいが，日本人では同僚からの協力を得られにくいと感
じていた。
　中国ではこんなことはなかったと思うよ。中国にいた時も，私は，いつもいろいろ指示をだす仕
事をしたけど。中国にいる時，靴の工場で働いた時もそうだけど，その時も自分ではそんなに仕事
ができたとは思っていなかったが，いつもベテランの人から（新しいやり方について）指導して，と
いわれるの。そして，ビニール工場にいた時もいつもリーダーをやらされていたの。そのほかにも
リーダーとかになっていたけど，そんなこといわれたことはなかったな。自然に私がこういうふう
にしてというとその通りにしてくれたりしたよ。
⑵上司との関係
　上司との関係についても，Dさんは中国人と日本人の考え方に違いがあることを感じていた。日
本の会社文化のなかで，中国と根本的に違うところは職場における上下関係の存在である。Dさん
は上司から言われたことに対し，絶対服従する日本人の考え方が理解しにくいと言っている。当初，
彼女は上司に対しても，指示されたことが間違っている場合，それについて直接指摘をすることが
当たり前であると考えていた。実際のところ彼女は自分の意見を遠慮なく上司に言い，上司の間違
いに対しても指摘をしていた。
　日本人は合わせるだけ，まあ～合わせるしかないんだけど，それがどうしても辛い，というか正
直辛い。中国人はそれについて「何で」と思うが，日本人はそれを聞かれると逆に何でと思う。上司
から何か言われたとき，それが絶対間違っているってみんなが分かっていても誰も言わない。私は
そういうことがだめなの。私はそれは間違っている，分かっているのになぜそういうことをしなけ
ればならないの？と言いたくなる。でも，日本人は言わないの。「やれって言われたらやる」と。
　いま，私も結構慣れている。やれって言われたから，やることはやるんだけれど言いたいことは
言わせてと言う。こういうところが日本人と違うと思う。「日本人は何でそこまで言わなければな
らないの？」と言うんだけど，今はこういう考え方もあるな～と思うようになった。やるはやるん
だけど言いたいことを言ってからやる。
　こういうところはどうしても納得できないし，好きじゃない。それがストレスになってしまう時
もある。
　職場に内包されている，いわゆる「日本社会の文化」や暗黙のルールなど，自分の価値観と異なる
部分が，参加が深まるにつれ感じ取られるようになる。それは主に「日本人の価値観」に対する強い
抵抗感として現れる。それを理解し納得することは簡単なことではないため，時には強いストレス
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として現れ，精神的な負担にもなりうる。ところが，そのような葛藤は経験を積み重ねていくこと
により，徐々に解消されるようになる。
　最近，会社にクレームがあったの。クレーム対策をいろいろやっているんだけど，ダブルチェッ
クをやっている。私に言わせるとあれ，ばかばかしいの。やり終わったことなのに，もう一回やる
必要ある？あれは効率的にも悪い。ここまで人を信じなかったら，仕事やってもらえないじゃない
かと言いたくなる。でも，落ち着いて考えてみると日本人は素晴らしいとも思う。それを我慢して
やれと言われたから不満も言わないで，やっているんだなと。私はすごく不満がある。不満が涌い
ちゃう。
　会社の「クレーム対応」の件に対するDさんの考えの変化から，彼女の職場のルールへの理解の
過程が見える。会社の方針である「ダブルチェック」への指示に対し，自分の個人的な意見としては
効率が悪いと考えており，その不満をすぐ態度に出したがる自身と比べ，日本人の同僚は不平不満
を言うこともなく従順な対応をしていくことを発見した。そのことを通して「日本人は素晴らしい」
と考えるようになり，協調性を重んじ，自分の意見をはっきり言わない，周りに合わせると言った
職場の雰囲気に対する理解を示し始めた。
　さらに彼女は，仕事上での同僚との協調性や上司との関係性について違和感を覚えていた。また
そのような態度や行動が，職場での継続的な地位向上を阻害する要因であると考えていた。
⑶自己主張と協調性
　Dさんは「上昇志向が強く」，仕事を頑張ることで必ず評価されると考えていた。自分の仕事への
意欲と生産現場での貢献は，会社から評価されるべきであると確信していた。しかし彼女は会社か
ら期待するような評価をもらえていないと感じていた。それに対して彼女は困惑し，「目立ちたがり」
である自身の行動を振り返るようになる。上司との関係のなかで彼女は「遠慮をしないで」意見を
言ってきた。外国人としての彼女のそのような行動は，「実力主義」よりは「平等性」や「協調性」を
重んじる職場の文化の中では理解されにくい部分でもあった。それが要因で自身の「班長」への「昇
進」や「奨励」の機会が奪われていると彼女は考えていた。
　ほかの人は，作業のやり方を変えて，多くできた（生産性を上げた）といって，親会社に提案して
賞金ももらっていた。私にはそういうことは一つもなかった。また，クレームの早期発見で1人1
万円の賞金をもらったことがあったの。私は結構細かいことまで気配りができる人だと思うのね，
それで何回もクレーム防止をしたのに賞金をもらうときは私の名前はなかった。
　「昇進」や「奨励」に縁がなかったことに対し，彼女は不満を抱き，矛盾を感じていた。「小さい会社」
であるために社員への評価が「透明性を持たない」こと，会社の雰囲気に合った行動をしないことに
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よる「噂ばなし」のようなマイナスの評価，自分の「実力主義」の価値観と実際の「職場からの評価」
とのズレ，このようなことがあることを，後に認識するようになっていく。それを通して彼女は「職
場の雰囲気」や「周りに気を配る」ことを意識するようになっていく。
2　妥協と適応
　職場での参加過程が深化していく中で，Dさんは多くのことを学び成長していた。しかし，同時
に中国人としての気質が，日本人との付き合いや日本の職場の文化への適応を妨げることも認識し
た。職場の文化はその構成員たちにより作り上げられた独自な文化でもある。それと同時に日本社
会に存在する社会全体的な文化も内包している。職場の文化へ適応していくことは，日本社会への
適応も意味する。
⑴価値観の違い
　考え方がね～　どうしても日本人の考え方が理解できないの。例えば，仕事場で同じ仕事をして
いるのに男の人と女の人も同じ仕事をしてでもだよ。中国の場合は能力給になって女の人も男の人
もみな同じ給料で，能力があればその分取れる。日本の場合は本当に同じ仕事をやって，はるかに
女の人が優秀であっても，男の人より給料が低い。最初から男の人の給料と女の人の給料ははっき
り決まっている。そういうものだと思うとなんか納得できない。でも，日本人はそう思わない。だ
から私は中国人だなと思う。
　Dさんは，仕事を通して日本の社会的構造などへの理解や知識も深めていた。彼女は，長年の仕
事をとおして，職場での合理的ではない部分も含め，会社全体や運営面さらには国際社会のなかで
の日本の立場など，多様な面での社会的知識を得ることができた。そして，日本人の見方や日本人
の価値観について知るようになる。
　仕事への情熱と仕事を通して習得した様々な知識を持つことにより，彼女の職場への帰属観念も
ますます強化された。その中で，自身の性格及び中国人としての感覚，価値観が職場の日本人との
関わりの深化により表出することもあった。しかし，そのような仕事をする過程で生じた認識上の
葛藤や職場の文化への不適応は，職場への参加を阻止することはなかった。むしろ，そのような状
況を認識することにより，彼女の行動や意識に変化をもたらしていた。
⑵行動様式の変化
　仕事上での葛藤や矛盾は職場への適応能力を高めたといえる。それらの困難を克服する中での彼
女は，自分の居場所を得るために，認識や行動を変化させていった。
　今は，どうでもいいと思うようになった，一日過ぎればと，ま，性格がこうだから「そうじゃなく
てこうすればもっといいのに」と思うけど，前は私の意見を通さないとだめだったのね。でも，今は
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言おうとして途中でやめちゃうの，言っても無理だし，言わなくても8時間過ごせるのに，とか思っ
てね。たまには，これは年のせいじゃないかと思うが，利口になった，賢くなったかなとも思うし…
　Dさんは，職場で起きる様々な葛藤を通して，中国と違い日本の職場では個人間の競争を奨励し
ないものとして認識した。そのような環境の中，上昇志向が強い自分自身の行動と，日本人同僚の
行動を観察し，理解をしていった。彼女は，同僚たちの仕事への態度は現状維持で消極的である点
を批判していた。しかし，自分自身の意見を押し付けようとする行動にも問題があると感じた。そ
れが会社の利益に直結する考えであっても，会社側や同僚に採納されない限り一人の力では実現で
きないことも認識した。
　職場の生活の中で経験する様々な葛藤を通して，彼女は周りを見ながら意見を言うようになった。
個人的に納得ができないことがあったとしても，周りに合わせることが同僚との関係維持に有利だ
と認識した。それは必ずしも積極的な対応ではないが，協調性の重要性を学び，職場での人間関係
構築上では，重要な学習となる。衝突と矛盾を克服していくことは，彼女が職場で安定的な地位を
獲得することに必要不可欠なことであったといえる。
　Dさんへの調査は，2008年～ 2013年まで継続的に行われていたが，2012年に彼女が勤めていた
会社がなくなった。国際化の進展に伴い日本の製造業のほとんどがアジアへ生産現場を移転するよ
うになった。その流れのなかで，Dさんの工場も中国に移転され，Dさんは一時期失業状態になっ
たのである。以下の語りはDさんが転職した後，当時職場で理解できなかったチームワークについ
ての内容であるが，職場での人間関係や仕事への考え方に変化が起きていることが確認できる。
　あ，人間関係も，ま，辛い時もあったのね，ま，最初は何もわからないから，ただ，この仕事楽しい，
自分の楽しさしかわからない，といって，一所懸命やる。自分は一所懸命やるつもりでいても，な
んというか，できない人もいるからね，今考えるとそれもチームワークって言えるよね。みんなの
気持ちを考えながらやればなおよかったじゃないかと，今になってから，今になってからだよ。あ
の時は，なんで私一所懸命やっているのに，お前には言われたくないわという感じがすごく強くて，
そうするとそれがまた自分に返ってくるじゃない。うん，そういう時もあったけれど，ま，それも
一時的ね。（2013年のインタビュー　介護の仕事へと再就職）
Ⅲ　考察
1　職場への参加プロセスにおける意識変容
　以上ではDさんの就労過程や仕事を通しての学習，職場コミュニティへの参加，また参加の深ま
りに伴う彼女の変化についてみてきた。入社初期には，職場で行われる様々な学習活動へ参加がで
きる環境を利用し，知識や技能及びコミュニケーション能力を大幅に向上させることができた。彼
女は参加が深まるにつれ，職場コミュニティの一員としての帰属意識も次第に強くなり，職場での
居場所を確保していくことができた。外国人として会社で前例のない臨時雇用から正社員への昇格，
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新人の指導を任されるくらいの会社からの信頼を得たこと，各種奨励をもらったことはその証であ
る。
　しかし，仕事についての考えや価値観のズレで職場の人間関係に問題が生じることもあった。そ
れは主に先輩社員との関係や上司との関係で顕著に表れた。個人の考え方や意見をストレートに相
手に表現すること，また自分より仕事ができない人を批判するような「自己主張」が強いことからく
るトラブルもあった。職場で人間関係を上手に処理できないことが，仕事上での反動を引き起こす
ことを経験から学ぶことができた。彼女は一歩引いて，周りをみることや周りに合わせることを学
んでいったのである。時には自分自身の変化が消極的な学習であると認識することもあったが，職
場コミュニティ特有の雰囲気に馴染むことにより，人との衝突が回避できたことも一つの学習効果
として考えることができる。職場の雰囲気に合わせ，人間関係を育てることの重要性は，後の再就
職の仕事を通して再確認されることになる。
　外国人女性にとって仕事をすること，特に地域社会の中小企業への就職は，彼女たちが家庭以外
に生活圏を広げ，地域社会だけではなく日本社会全体を理解するきっかけを与えたと言える。仕事
をする過程で学んだことは技術だけではなく，言語や文化を含めたより多面的な生活技能である。
その中で彼女たちは自立した一人の人間として自己を確立し，生活を再編成していく。同時に，彼
女たちの外国人としての視点から見た葛藤や矛盾はある意味で，日本社会の特徴を反映するもので
あり，それを通して日本の地域社会の暮らしを見直すこともできるであろう。
　国際結婚した外国人女性たちは，長年の定住生活を通して来日当初の「外国人花嫁」から日本の地
域社会で生きる定住者としてのアイデンティティを確立していった。特に農村に定住している国際
結婚した女性の来日後の生活環境は，地域社会への活動参加が必要となる農山村での生活である。
その中で，彼女たちは家庭生活と仕事を両立しながら，地域社会への参加も行っている。仕事と生
活をいかにバランスよく両立していくかということは，彼女たちだけではなく地域社会で定住して
いるすべての人に当てはまることである。
　国際結婚した女性たちの仕事への参加は，彼女たちの主体性構築に重要な役割を果たしている。
仕事を通して職場が不可欠な存在であることを自覚することにより自立した個人が確立される。同
時に家庭において家計の支え手の一人になることでもあり，家庭内での存在感は高められる。この
ことは彼女たちの定住意識を強化する。仕事をすることで経済的自立が実現され，主体的に生活を
切り開いていくことは彼女たちに自信とやりがいを与えている。しかし，家庭生活や農山村という
地域の特質の制約を受け続けることも現実としてある。また，女性が家庭外での就労をする場とし
て不利な環境である農山村において，いつまで仕事を継続できるのか保障もない。彼女たちは，地
域社会で生活するすべての住民と同様に，様々な現実的な生活問題を抱えながら，定住生活を継続
していかなければないのである。
　日本での生活が長期化し，特に家庭や地域での役割を存分に果たすことができ，定住への意識が
強くなるにつれ，彼女たちのアイデンティティが再構築されていることが考えられる。来日直後の
「外国人妻」といった地位での彼女たちへの定位は，あくまでも「外国人」という点にある。しかし，
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日本社会の生活の中で培ってきた生活習慣，日本人的なものの考え方，日本の社会や生活環境への
擁護などからは，彼女たちの日本で暮らしていこうとする意識の一面が見て取れる。ただし彼女た
ちの中には，帰化し国籍上も日本人になった者もいるが，日本人になったのか，と問えば，それは違
うことであると自覚している人もいる。このようなアイデンティティの重要性については，今後よ
り具体的にみていく必要がある。
2　職場への参加プロセスにおける学習主体性構築
　本稿では，Dさんの長年の就労経験を分析することを通して，外国人という特性を持つ国際結婚
した女性が日本の労働の場に参加し，その中での学習により変化していくプロセスを明らかにした。
また，就労に伴うさらなる参加の形態や意識の変化および，経済的自立という視点から，定住が進
む中での生活や意識の変化にも注目した分析を行った。以下ではその特徴について図式化し説明する。
　第1に，経済的自立の意志があげられる。Dさんの事例から，来日前の生活経験や国際結婚の経
緯が来日初期の生活に直接的な影響を及ぼすことがわかる。国際結婚した女性の中には，就労し経
済的な安定を得ることで，定住意識を固めていく人もいる。就労を通じて，仕事に伴う言葉の学習
や日本の会社の文化に触れられると同時に家庭や集落を超えた人的交流ができるなど様々な学習機
会を得られている。そして，仕事への参加が深まるにつれ，会社や日本社会のシステムまたは規制
や責任などを認識するようになっていく。これは，彼女たちが積極的，かつ主体的に社会生活へ参
加して行くための機会を与えている。Dさんの転職の決定は彼女の主体性発揮の始まりであるとい
える。
　第2に，定住意志の強化があげられる。Dさんの就労プロセスから日本社会に存在する外国人へ
の制約の側面も確認できた。外国人としての身分が，日本社会のなかで様々な社会的・制度的な制
約を受けることもある。そのような状況のなかでも，仕事を通して成長できるための条件として，
以下のことを挙げたい。第一に，彼女自身の個人の資質と態度によるものであるということである。
そして第二に，会社の受け入れ態勢と，それにより与えられた学習機会も重要な要因であると考え
られる。会社の開かれた仕事条件の提示や，日本人同僚の協力的な受け入れ姿勢があることにより，
外国人は十分に能力発揮ができる。それを通した居場所の確保は，定住意志を強化させるために重
要なことである。
　第3に，意識の変容があげられる。Dさんは参加が深まるにつれ，職場コミュニティの一員とし
ての帰属意識も次第に強くなり，職場での居場所を確保していくことができた。外国人女性にとっ
て仕事をすること，特に地域社会の中小企業への就職は，彼女たちが家庭以外に生活圏を広げ，地
域社会だけではなく日本社会全体を理解するきっかけを与えたと言える。仕事をする過程で学んだ
ことは技術だけではなく，言語や文化を含めたより多面的な生活技能である。その中で彼女たちは
自立した一人の人間として自己を確立し，生活を再編成していく。同時に，彼女たちの外国人とし
ての視点から見た，葛藤や矛盾はある意味で，日本社会の特徴を反映するものであり，それを通し
て日本の地域社会の暮らしを見直すこともできるであろう。
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　第4に，アイデンティティの確立があげられる。生活や仕事を通した言語や生活技能が習得でき，
日本社会や文化への理解深まることにより定住意識が強まっていく。生活の場が日本にあることで，
自分も日本で生きていく意識をより強くする。しかし，民族的には自国と日本の2国の要素を併せ
持つという，新たなアイデンティティの持ち主として日本社会で定住していくことが彼女たちの今
後の道になる。自己のアイデンティティを再構築し，自分たちのケースが成功事例として社会的に
認知されることになれば，地域社会の活性化にも役に立つ，したがってアイデンティティの再構築
は，今後さらに増大が見込まれる移民研究にも不可欠な視点となるであろう。
　以上の職場参加の過程のなかで，Dさんの二つの変化がみられる。①地位確立と権利の取得。職
場のコミュニティへの参加の初期は，そこでの地位確立のための知識や技能の習得が行なわれる。
主に仕事の能力や，言語やコミュニケーション能力の向上である。更には，働く環境についての情
報や，社会や組織内での権利を取得することも含まれる。②仕事を進めていくことにより，個人の
意識に変化が表れる。それは，まず働く環境への理解が深まることが挙げられる。その中には所属
している集団の性質や特徴などを認識することがある。また，職場の中の人間関係を構築していく
中で，対人関係を処理するための認識に変化が表れる。それらを通して，自己の立ち位置を確立し
て行く。
　以上のことから，国際結婚した女性の定住過程のなかで，彼女たちは学習主体つまり実践者，実
践コミュニティの正式メンバーとして実際の活動に参加する。そしてそこへの参加形態を徐々に変
化させながら，より深く実践共同体の活動に関与するようになっていく。彼女たちは初期適応の段
階で生存に関わる知を営み，さらに生活を営む上で必要な複数のコミュニティに参加しながら，定
住者として，十全的参加者として変貌をしていく。来日初期の学習をとおした生活共同体の活動へ
の参加形態が次第に変化し，学習主体としての行為のあり方，学習主体による実践共同体の活動へ
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の理解，そして学習主体としての自己認識が同期的に変化していく。以上のことから言語や生活に
必要な基本的スキルを土台とし，彼女たちは生活圏を広げていくが，その中でも選択型参加である
経済活動への参加は，定住を支えていく上で重要な意味をもつといえるだろう。
おわりに
　本稿では，Dさんの具体的な事例を通して，彼女の来日後の就労プロセスを掘りさげた。それに
より学習プロセスを明らかにし，そこにおける学習効果と意識変容について分析した。
　国際結婚した女性たちの日本におけるニーズとして，仕事は実践的かつ経済的メリットを伴う重
要な要素である。就労することは家庭を単位とし，強い地縁関係で保護されている地域社会への参
加とは異なる面がある。職場は生産活動に必要な技能や職場文化へ適応できる能力を要するが，基
本的に彼女たちの就労を阻む最大の要因は日本語の不十分さである。しかしながら，職場はまた言
語学習の場にもなりうる。さらに職場は技能習得の際に伴う言語習得だけではなく，家族や周辺の
集落コミュニティとは異なる交流の場であり，職場でのコミュニケーションは多様な日本人を知る
機会をも提供している。日本人のものの考え方や組織・集団で働くことなど，日本社会全体のルー
ルや規制が労働の場である職場に内包されている。その中で，日本に定住していくためには何が必
要なのかということを自覚することにもなる。職場での仕事ができる自信と，現金収入を得る経済
面での自信が，彼女たちのニーズの充足を可能にしている。そのことはまた，彼女たちの家庭内で
の発言権や意思決定の範囲や力をつけることにつながっていくと考えられる。したがって今後の課
題として，家庭生活での地位変化及びアイデンティティの変容についても，引き続き研究をしてい
きたい。
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 Inthisessay,foreignbridesinJapanwereservedasobjects,andthroughtheexpansionof
theirparticipationincommunities,whichweredifferentfromtheiroriginalones,thesignificant,
andtasksthatbroughttotheirsettlingswerediscussedasmainsubjects.
 Through the settling of foreign brides, their liveswere expanding from families to
communities, even to theworkplaces.However, asworking is for family unit, there are
differencescomparedwiththeparticipationofcommunitieswhichcomprehendedstrongregion
ties.Thesocialparticipation throughworkingprovidedthem learningopportunities thatwere
conductivetotheiridentityestablishment.
 In thisessay,concreteexamplesof foreignbrides’working (mainlyworkings in factories)
weretakentoanalyzetheirconsciouschangingofworkingandtheprocessofadjustmenttothe
workingenvironment.Moreover,madeclearwhatthey learnedandhowthey learnedthrough
theparticipatingofworking.
Keywords：foreignbrides,socialparticipation,learning,consciouschanging
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